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　令
和
６
年
２
月
の
市
議
会
定
例
会
で
、
新
年
度
の

市
政
運
営
の
考
え
と
、
重
点
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
施

政
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
本
市
が
市
制
施
行
１
０
０
周
年
を
迎
え

た
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
節
目
の
年

に
お
き
ま
し
て
は
、
市
制
記
念
日
で
あ
り
ま
す
７
月

１
日
の「
記
念
式
典
」を
は
じ
め
、
沼
津
な
ら
で
は
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
集
結
し
た「
記
念
イ
ベ
ン
ト
」の
開
催

の
ほ
か
、
市
制
１
０
０
周
年
を
冠
し
た
「
沼
津
夏
ま

つ
り
記
念
パ
レ
ー
ド
」、「
S
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
全
国
大

会
in
沼
津
」
な
ど
、
様
々
な
記
念
事
業
を
、
市
民
の

皆
様
を
は
じ
め
、
沼
津
を
愛
す
る
す
べ
て
の
方
々
と

展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
に
お
い
て
、
皆
様
が
ま
ち
を
楽
し
み
、
誇

り
と
愛
着
を
深
め
る
姿
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
感
慨
深
く
思
う
と
と
も
に
、「
誇
り
高
い
、
元
気

な
ま
ち
沼
津
」
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
そ
の
歩
み
が

着
実
に
進
ん
で
い
る
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
を
な
す
沼
津
駅
周

辺
総
合
整
備
事
業
に
お
き
ま
し
て
、
鉄
道
施
設
本
体

工
事
の
第
一
弾
と
な
る
新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
工
事
が

昨
年
秋
に
着
工
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
中
心
市
街
地

ま
ち
づ
く
り
戦
略
」
の
実
現
に
向
け
た
取
組
や
、
昨

年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
香
陵
ア
リ
ー
ナ
を
核
と
し

た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な
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ど
、
沼
津
の「
動
き
出
す
　
創
り
出
す
」が
力
強
く
進

ん
で
き
て
お
り
ま
す
。

　
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
流
れ
を
加

速
化
さ
せ
、
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
を
着
実
に

進
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
居
心
地
の
よ
い
ま
ち
な
か

の
公
共
空
間
づ
く
り
や
民
間
開
発
の
支
援
な
ど
に
取

り
組
み
、
都
市
機
能
の
更
新
に
よ
る
ま
ち
の
魅
力
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
意
欲
あ
る
市
民
や
事
業
者
の
皆
様
が
自
発

的
に
行
う
公
益
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援
や
、

子
育
て
支
援
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
み
、
多
く
の
方

々
が
笑
顔
で
い
き
い
き
と
活
動
し
て
い
る
姿
が
あ
ふ

れ
る
沼
津
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
、
力
強
く
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
等
を
活
用
し
、
市
民
生

活
の
質
の
向
上
を
図
る
沼
津
版
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
で

あ
り
ま
す「
X
‐
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
　
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
」や
、

市
民
の
利
便
性
の
向
上
と
業
務
効
率
化
に
よ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
を
実
現
す
る
市
役
所
の
Ｄ

Ｘ
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。（
一
部
抜
粋
）

※�

令
和
６
年
度
の
施
政
方
針
の
全
文
は
、
市
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

政
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企
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課

　
　
　
　
　
　
　☎
０
５
５

０
５
５
･･
９
３
４

９
３
４
･･
４
７
４
７
00
４４

　　
今
回
の
特
集
で
は
、
新
年
度
に
お
い
て
重
点
的
に

取
り
組
む
べ
き
４
つ
の
視
点
と
、
主
な
取
組
に
つ
い

て
、「
第
５
次
沼
津
市
総
合
計
画
」の
８
つ
の
ま
ち
づ

く
り
の
柱
に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。
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【視点２】　ひとが行き交うまちへ
　にぎわいの創出や地域経済の活性化に向け、本市の魅力を満喫していただ
き、交流人口や関係人口を拡大するための施策を推進する必要があります。
このため、旺盛な訪日需要に対するインバウンドの促進をはじめ、海の魅力
向上による観光誘客、交通ＤＸによる周遊の促進など、多くの方に本市を訪
れていただけるようなまちづくりを推進してまいります。

【視点３】　産業が元気なまちへ
　産業を元気にすることは、まちの活性化につながり、本市の社会経済の向
上につながる大変重要な施策であります。このため、本市への移転を検討す
る企業に対する積極的な支援をするとともに、スマート農業の導入支援、女
性の起業に係る伴走支援など、産業振興に資する施策を積極的に推進してま
いります。

【視点４】　安全・安心のもとで暮らせるまちへ
　近年多発している大規模な自然災害や消費生活トラブルなどは、市民生活
に不安を与えています。このため、激甚化・頻発化する風水害や、甚大な被
害が想定される南海トラフ巨大地震などに備えた、ＩＣＴの活用による災害
対応力の強化や、消費者安全確保地域協議会の設置など、誰もが安全・安心
のもとで暮らすことができるまちづくりを推進してまいります。

　まちの活力や発展を支える定住人口の確保に向けては、出生数の減少傾向
に歯止めをかけ、社会動態を改善していく必要があります。このため、妊娠
期から子育て期にわたる切れ目ない支援の充実、移住施策の推進、まちなか
公共空間の整備、健康長寿の推進など、沼津に住みたい、住み続けたいと思
えるまちづくりを推進してまいります。

【視点１】　暮らしやすいまちへ
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